


高知県学校安全総合支援事業 実施方針

１．実施方針
モデル地域では、市町村教育委員会を中心として、以下のような取組を拠点校とモデル地域内の

学校とが連携して実践し、学校安全担当教員を通じて、各学校の取組等を共有する等、モデル地域

全体での学校安全体制を構築する。

２．拠点校における具体的な実施内容

（１）安全教育・安全管理の効果的な実践

①研究体制の整備

・中核となる教職員（学校安全担当教員）の位置付けと役割の明確化及び実践

・地域や関係機関及びモデル地域の学校（園）等との実践委員会の立ち上げ、開催

②目標設定と指導計画の作成

・児童生徒等に育成する安全に関する資質・能力を検討し、目標を設定、安全教育全体計画に反映

・「安全教育全体計画」「学校安全計画」に基づく計画的な実施

③具体的な実践

・「危機管理マニュアル（学校防災マニュアル）」の保護者・地域・関係機関等への周知、訓練等

を踏まえた改善等による安全管理の徹底

・「高知県安全教育プログラム」に基づく実践

・様々な場面や状況を設定した多様な訓練の実施

・副読本等を活用した効果的な取組

・安全マップづくりを通した、探求的な学習の実施

・積極的な授業公開や活動発表会等による情報発信 全校研究授業

※外部有識者による指導助言など専門的知見の活用や先進校等視察

④取組の検証

・目標の達成状況を測る成果指標の設定と実践、検証

・児童生徒及び保護者に対する、事前・事後アンケート等による意識の変容の把握・分析

・多様な方法による評価・分析（面接法や観察法、ポートフォリオ、作文、作品、話し合い等）

⑤普及・啓発

・実践発表の機会の設定

・県主催の推進委員会における、事業計画や進捗状況、取組成果等の報告・発表

・県主催の研修会等での実践報告書での発表

・ＨＰ、学校通信、広報誌等を活用した実践事例の発信

（２）地域や関係機関等との連携推進

・保護者、地域、関係機関、近隣校（園）等と連携した取組

・合同学習会や合同避難訓練を含む安全教育参観日等、家庭への啓発活動 等
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１ 事業の目標

（１）モデル地域の現状及び安全上の課題

南国市は高知市に隣接しており、南は太平洋に面している南北に長い市である。沿岸

地域、山間地域、市街地と様々な条件下に学校が設置されており、地域によりそれぞれ

地震後の２次災害、その他の自然災害に対してそれぞれ地域の特色に合った備えが必要

である。

香南中学校は、校区の南が太平洋に面し、東は物部川に隣接しており、津波による浸

水、液状化現象だけでなく、豪雨による物部川の決壊等が想定される。しかし、津波災害

が予想されている大湊小校区、津波被害の少ない日章校区の両小学校区では、防災に対

して地域間、世代間での意識にばらつきがある。

（２）モデル地域の事業目標

高知県における防災教育の目的である「最強クラスの南海トラフの巨大地震が、いつ

どこで発生しても、子どもたちを一人も死なせない」ために、学校が各地域、各世代をつ

なぐ役割を担い、地域とともに防災意識、防災力を高めていく。そのために次の２点を

行う。

① 南海トラフ地震に伴う津波や、豪雨による洪水被害などの災害に備え、学校での防

災教育の充実を図る。

② 地域や防災関係機関との連携体制の強化・充実を図るための取組を企画し、実施す

る。取組をリードしていく拠点校として、南国市立香南中学校は先進的でモデルと

なる防災教育を、中学校区の各学校や地域等と連携しながら深めていく。

２ モデル地域の取組の概要

（１）安全教育の充実に関する取組

ア 安全教育の充実に関する取組

① 生徒・保護者を対象とした防災意識調査アンケートの

実施（２回）

② 行政や自主防災組織との連携（HUG，防災士養成，小
中連携避難訓練）

③ 効果的な避難訓練の実施（年９回）

イ 安全教育の取組を評価する・検証するための方法について

生徒・保護者を対象とした年 2 回のアンケートをとり、その結果から評価・検証を

していく。

（２）組織的取組による安全管理の充実に関する取組

・南国市防災教育研修会の学びを活かし、危機管理マニュ

アルの見直しを行った。

・日章地区自主防災協議会の会合に３回出席し、小中合同

避難訓練に向けて調整を行った。

・１２月３日（土）に、防災教育研究発表会を開催し、３

年生の授業公開と、これまでの学びを公開した。

「自他の生命を尊重し、主体的に地域社会に関わり危険を予測・回避し安
全な生活を送るための知識・技能を身につけ、適切な判断と行動がとれ
る生徒の育成 ～自分の命、他者の命を大切にする生徒の育成～」

令和４年度 高知県学校安全総合支援事業（災害安全）
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（３）学校安全推進体制の構築及び学校安全担当教員の資質向上に係る取組

５月２０日（金）に高知大学の岡村眞教授をお

招きし、避難訓練の様子を見ていただき、訓練の

講評もいただいた。そして、全校生徒を対象に「地

域の災害と中学生としての意思と役割」と題して

講演をしていただいた。また、同日に行われた南

国市防災教育研修会では、各校が持ち寄った危機

管理マニュアルの見直しを行い、防災意識の向上

に努め安全教育に関する指導力の向上を図った。

（４）その他の主な取組について

本年度もコロナウイルス感染症拡大の影響

で、本市からの宮城県岩沼市への派遣が見送ら

れた。しかし、感染状況の落ち着きが見られた１

０月に、岩沼市から訪問団が来校した。短い時間

ではあったが、互いの交流と学びを共有し、当時

の様子や先進的な防災の取組について学ぶこと

ができた。

３ 拠点校の取組

（１）拠点校の目標

近い将来発生する南海トラフ地震がいつ発生しても、自分の命を自分で守ることがで

きる知識と対応力を生徒に身につけさせることが本校でも急務である。そのための取組

を公開授業や実践発表等で情報発信し、地域の防災に対するベクトルを合わせていける

ように、推進体制を構築する。

（２）具体的な取組

① 生徒・保護者

を対象とした、

防災アンケー

トを４月、１１

月の２回実施

し、成果と課

題を検証。

② 様々な状況

を想定した効

果的な避難訓

練の実施。（９

回）

③ 地域の自主

防災組織と連

携し、小中学校

区合同の避難

訓練の実施。

（９回中の２

回）

④ 防災士資格取得

想定 時期
（事前周知）

1 地震 昼休み（有）
地震を想定して、迅速、冷静かつ安全に、生命を守る行動・知
識を習得する。

5 月 20 日
（金）

2 地震，津波 休日【小中
合同避難訓練（有）】

大湊防災デーに合わせて、大湊小学校校区の生徒が参加。地域
の一員として、できることを考え行動に移す。

5 月 28 日
（土）

3 地震 授業中（無）
事前の周知がなくても、迅速、冷静かつ安全に、生命を守る行
動・知識を習得する。

6 月 15 日
（水）

4 地震 掃除中（無）
事前の周知がなくても、迅速、冷静かつ安全に、生命を守る行
動・知識を習得する。また、防災食の実食を行う。

7 月 20 日
（水）

5 地震 授業中（無）
事前の周知がなくても、迅速、冷静かつ安全に、生命を守る行
動・知識を習得する。

9 月 1 日
（木）

地震 放課後
【 引 き 渡 し 訓 練
（有）】

地震 授業中（無）
緊急地震速報の全国的な訓練に合わせて実施。事前の周知がな
くても、迅速、冷静かつ安全に、生命を守る行動・知識を習得
する。
洪水を想定して、迅速、冷静かつ安全に、生命を守る行動・知
識を習得する。また、非常持ち出し袋の確認をおこなう。

8 地震，津波 登校途
中（有）

自分たちが住んでいる地域の避難所を知り、また通学途中で発
災した場合に最寄りの避難所を知る。また地域の一員として、
できることを考え行動に移す。

11 月 6 日
（日）

9 火災 昼休み（無）
理科室で火災が発生。迅速かつ冷静に避難することができる。
また、教職員の初期消火や非常持ち出し袋等の確認を行う。

12 月 9 日
（金）

7
11 月 2 日
（水）

 ①避難訓練一覧表（地震・津波・洪水・火災）

大雨，洪水 昼休み
（有）

ねらい 月日
（曜日）

6 災害等を想定して、確実な生徒の引き渡し・引き取りができる
ようにする。

10 月 8 日
（土）



⑤ 授業実践

１年 地域を知ろう（総合的な学習の時間）

安心安全は私たちの手の中に！～もしもの時の逃げマップ～

２年 防災について考えよう（英語）

南海トラフ大地震が起きた！この状況で、あなたはどう行動するか考えよう。

また、災害が起こる前にできることは、ないか考えよう。

３年 地域に貢献しよう（総合的な学習の時間）

地域の防災－地域の方を守るのに私たちができること

（３）取組における成果と課題

〇防災意識調査アンケートの結果から（4 月、11 月に実施）

地震に対する意識

４月からの取組を通して、成果として考えられる項目に、「避難する安全な場所を知っ

ているか」がある。避難訓練を繰り返してきたことや、学習を積み上げたことで、「知ら

ない」が減少している。特に、「登下校中に避難する安全な場所を知っていますか」につ

いては、地域の自主防災組織と連携して、小中合同避難訓練を実施したことで、どこに避

難場所があるかわかり、「知らない」の割合が減少したものと思われる。この傾向は保護

者のアンケート結果からも読み取ることができ、今回の取組の成果と考えられる。

課題として、学習や９回に及ぶ避難訓練によって、安全な場所がどこなのか理解はで

きている。しかし、「わからない」と考えている生徒や保護者が一定数存在している。特

に登下校中に南海トラフ地震が発生した場合には、『その時になってみないとわからない』

という不安の表れではないかと考えられる。



家族との話し合い

成果として、４月からの取り組みを通し

て、家族との集合場所や連絡方法について

２回目のアンケートで数値が向上してい

る。しかし、生徒の結果を見ると、４割に

も満たない結果となっている。また、家族

との連絡の取り方について、生徒と保護者

の間にずれが生じていることが課題として

挙げられる。

地域との連携

「地震発生後に、周りの方の安全のため

に何かできることを考えていますか」の項

目について、保護者の回答をみると、地域

をあげて防災活動に取り組む際の「弱み」

と言える。また、このアンケート結果から、

周囲の住民と「協働」しての防災意識の向上と、役割を明確にもっていないことが課題と

して考えられる。

４ 事業の成果と課題（〇成果、●課題）

〇年間を通して、計画されていた避難訓練を予定通りに実施することができた。また、

生徒の行動も素早く安全を確保することができており、繰り返し行ってきたことで、

望ましい行動が、自然と身についてきているものと思われる。

〇本校は特認校として、英語教育と防災を柱に学校運営を行っている。その中で、防災

士資格取得に取り組み、受検した半数以上が合格する実績を残せた。

〇小中合同避難訓練を実施するにあたり、地域の自主防災組織との連携を深めることが

できた。

〇アンケート結果からも地震への理解や避難に関する知識が改善している。

●地域の自主防災組織との連携を深めるための核として、資格の取得に留まらず、中学

生防災士として、生徒が企画する避難訓練や避難所設営訓練などの取組を進めていく

必要がある。

●地震で避難した後に、家族と集合する場所を決めていたり、連絡方法を決めたりして

いる家庭は、１回目のアンケートより改善しているが、全体として４割にも満たない

数字となっており、啓発活動に努めなければならない。

●アンケートにおいて、「地震発生後に周囲の人の安全のために何かできるか」について、

肯定的な回答が少なく、地域の横の繋がりを強めていく必要がある。

５ 今後の取組の見通し

地域の拠点校として、地域や保護者と連携しながらさらに取組を進めていく。

〇中学生防災士の活動として、家庭内の防災力の向上。避難所開設訓練などで、地域

の自主防災組織と連携した活動。

〇災害時の連絡方法の確認（災害用伝言ダイヤルの活用）。

〇地震に対する訓練を中心に、今回取り組めなかった災害に対する訓練の実施。

〇防災に関する学習で得た成果を、地域に発信していく。



１ 事業の目標

（１）モデル地域の現状及び安全上の課題

当町は、「揺れたら逃げる より早く より安全なところへ」を合言葉に、被害者ゼ

ロを目指す町づくりに取り組んできた。

教育面では平成２６年度から、防災教育の推進体制を整え、町独自のプログラムを作

成して、研究授業や研究協議を行い教員の指導力向上を図りながら、地域を知り、自ら

考え、判断し、行動できる児童生徒の育成に努めてきたところである。

モデル地域には、小学校５校、中学校１校があり、そのうち津波浸水区域内の学校は

小学校３校で、今回の拠点校は津波浸水区域外であるが、子どもたちのほとんどが海岸

沿いに生活拠点があり、海岸線を通って通学している現状である。そのため、常に防災

に対する知識・技能・姿勢を持つことが必要である。

また、モデル地域内の学校は全て避難場所に指定されており、さらに津波浸水区域外

の学校は地域が避難所開設・運営を行うこととなっている。

（２）モデル地域の事業目標

〇拠点校における防災教育の取組を大方中学校区内小・中学校に普及するとともに、各校

に安全教育担当教員を位置づけ、学校安全の取組を推進する。

○「高知県安全教育プログラム」に基づいた授業を実施することで、子どもたちが身の回

りの危険を予測し、自ら危険を回避する力を身に付け、自分の命は自分で守り、安全に

行動できる児童の育成の育成を図る。

〇地域および校区内の学校・家庭・地域が連携を図りながら、地域全体で子どもの安全を

見守る協働体制を構築する。

〇津波浸水区域外の学校は地域の避難場所に指定されているため、災害時には避難所開

設・運営を実施することとなる。拠点校が行う避難所開設・運営訓練を通して明らかとな

った課題や成果を、モデル地域にも広げる。

２ モデル地域の取組の概要

（１）安全教育の充実に関する取組

ア 安全教育の充実に関する取組

各校から提出された教育計画の中に、学校安全計画及び安全教育全体計画が明記され

ているかどうかを確認し、未記載の学校には本年度中の見直しを促し、来年度の教育計

画に反映することとしている。また、県が示す避難訓練年間３回以上、防災学習年間５

時間以上から、黒潮町独自の避難訓練年間６回以上、防災学習 10時間以上を設定し、
「高知県安全教育プログラム」と合わせて、黒潮町が作成した「津波防災プログラム」

「台風・大雨洪水・土砂災害防災プログラム」を活用した防災学習を位置付けているこ

とを確認している。

イ 安全教育の取組を評価する・検証するための方法について

学校評価の活用や、毎年黒潮町独自で、教職員及び児童生徒に対し「地震・津波避難

訓練及び防災教育実施状況調査」アンケートを実施し、防災教育に対する意識や意欲等

の状況、成果・課題等を把握。調査結果によってはその対策を検討している。

「被災者ゼロを目指す町づくり ～揺れたら逃げる より早く より安全なところへ～」

令和４年度 高知県学校安全総合支援事業（災害安全）

黒潮町教育委員会 拠点校 黒潮町立三浦学校



（２）組織的取組による安全管理の充実に関する取組

学校の立地条件と、想定される災害については町主催の防災研修に転入職員は必ず

参加し把握に努めてもらい、起こりうる災害を予想しながら学校全体で危機管理マニ

ュアルの見直しに繋げている。

保育所、小学校、中学校、高校が隣接している学校は、児童生徒間や教職員との学習、

合同避難訓練を行い、また、訓練時には保護者、地域、消防署職員、子どもサポートセ

ンター等に呼びかけを行い、見守りをお願いしている。

各地区の自主防災組織との交流や地域人材の活用等、家庭や地域を巻き込んだ防災

教育の実践に努め、これらの取組は、保護者や地域に向けて学校通信等により積極的に

発信しており、町全体の防災意識の向上につなげている。

（３）学校安全推進体制の構築及び学校安全担当教員の資質向上に係る取組

黒潮町教育研究会防災教育部会（各学校の防災教育主任で構成）において、研修会や

研究協議、公開授業での取組発表を基に意見交換を実施。また、教育委員会主催で、「黒

潮町新任・新採教職員防災教育研修会」を開催し、東京大学大学院情報学環特任 片田

敏孝教授による講演会及び意見交換会を実施し、防災意識の向上に努め安全教育に関

する指導力の向上を図った。

３ 拠点校の取組

（１）拠点校の目標

・防災意識を高め、自分の命を守るために主体的に行動できる児童の育成をめざす。

・自分たちが住む地域の状況や課題を知り、地域とのつながりを大切にしながら、地域

の一員として行動できる児童の育成をめざす。

（２）具体的な取組

①校内研修で事業の概要を全教職員共有及び進捗状況の確認

②全学年防災授業研究

（県教委学校安全対策課・西部教育事務所指導主事等の講師を招聘）

・１年 「ひとりのときにじしんがきたらどうする」 １０月 ５日

・２年 「揺れがおさまっても…まだ続く危険とは」 ９月１４日

・３．４年「地域で取り組む防災」 ７月 ５日

・５．６年「これが大切！我が家の備え」 ６月１５日

③保護者・地域・地元消防団への説明会

④避難所設営・運営訓練

・参加者 児童、教職員、保護者、地域住民、地元消防団、行政関係者 計６２名

・５．６年児童が事前研修を行い、各グループを指導

・５．６年生児童が訓練の様子や感想等をまとめ発表

１１月 ５日 黒潮町地区防災計画シンポジウム

１１月２０日 黒潮町社会福祉大会

１２月１６日 三浦小学校研究発表会

５．６年生の研究授業と事後研修



⑤研究発表会 １２月１６日

・全校防災授業「災害対応のジレンマ」

・５．６年生プレゼンテーション

・講演「いのちてんでんこ」東日本大震災語り部 菊池のどか氏

（３）取組における成果と課題

＜成果＞

・研究授業では、講師を招聘し、現在行っている授業の長所・短所を鋭く指摘してい

ただき、今後の防災授業の改善に大いにプラスとなった。

・保護者や地域と拠点校としての取り組みを共有することで、防災意識の向上につな

がった。

・「避難所設営・運営訓練」を５．６年生が中心に、１～４年生、保護者や地域の方々

も指導しながら行ったことで、防災学習により主体的に取り組むようになってき

た。また、この訓練を行ったことで、避難所となった時、現状のままでは困ること

等がわかり、関係者へ発信できたことは大きな成果であった。

・防災意識アンケートでは、１回目（５月）から２回目（１１月）の間に肯定的評価

がすべての項目で１０％～２０％向上し、児童の防災意識が向上した。

＜課題＞

・保護者や地域と一緒に行う活動が「避難所設営・運営訓練」だけであった。避難訓

練等を工夫し（登下校時や在宅時等）、合同で行うことも必要である。

・防災意識アンケートは大きく向上はしているが、１００％にはなっていない。１０

０％でないといけない項目もあり、まだまだ防災意識向上の取組が必要である。

・防災教育参観日・研究発表会への保護者の参加が、平日に行った影響もあり５０％

程度であった。１００％の参加にするためには、日程や広報の工夫が必要である。

４ 事業の成果と課題

三浦小学校自体は高台にあるが、子どもたちのほとんどは海岸沿いに生活拠点があ

り、海岸線を通って通学している現状である。そのため、常に防災に対する知識・技

能・姿勢を持つ必要がある。

そのため、「被災者ゼロを目指す町づくり ～揺れたら逃げる より早く より安

全なところへ～」を達成するため、低学年では「地震がきたらどうする」、中学年で

は「地震がきたらどう判断する」、高学年では「地震がきたらどう行動する」と発達

段階に応じての学習を進めてきた。その学習の過程では、保護者や、地域及び地元消

防団等関係機関の方々と連携して取組を進めてきた。このことは、子どもたちの学び

が深まるとともに、関係したすべての人の防災意識向上にもつながったと確信する。

ただ、保護者や地域の方々の参加の広がりがなく、子どもたちを中心として、地域

全体、町全体での取組になるようにし、防災意識のさらなる向上を目指したい。

避難所設営・運営訓練 ５．６年生プレゼンテーション



５ 今後の取組の見通し

・保護者が１００％参加し、地域や関係機関の方々も参加する避難訓練や防災学習を

行い、児童のみならず保護者や地域の方々の更なる防災意識の向上に努めたい。

・児童が主体的に行った「避難所設営・運営訓練」は来年度以降も継続して行いたい。

・全教員が防災研究授業を行い、指導主事等から学んだことも多い。これを今後に活

かすために、来年度以降も防災研究授業を継続して行う必要がある。

・ＯＪＴだけでなく、先進的な取組を行っている学校等へ積極的に出向き、学んだこ

とを自校の取組に活かしていきたい。

２年防災研究授業の板書

避難所設営・運営訓練の様子



１ 事業の目標

（１）モデル地域の現状及び安全上の課題

土佐清水市では全ての学校で防災学習を計画的に進めているが、本県防災意識調査結果

と同様、家庭や地域の災害時における防災・減災意識や家具固定等の防災対策については、

まだまだ十分であるとはいえない。

（２）モデル地域の事業目標

拠点校を中核として先進的・実践的な防災教育の手法や地域連携の在り方等を研究し、

実践委員会を中心に、これまでの拠点校や地域の方々の助言を仰ぎながら取組を充実させ

ていく。さらに、市内の人々が自らの命を守れるよう、児童からの情報発信が地域や市内

全域へと展開できる体制を整える。土佐清水市では、市内全域の全ての学校において防災

教育を５時間以上実施することを基本とし、拠点校の取組成果を普及させていく推進体制

を構築し、防災教育の一層の推進を図る。

２ モデル地域の取組の概要

（１）安全教育の充実に関する取組

ア 安全教育の充実に関する取組

モデル地域全体への普及方法として、防災教育実践委員会を年２回開催し、拠点校

である足摺岬小の取組を説明した。特に保護者に対する防災意識調査を本年実施前後

でとった数値を成果と課題として各校共有し、今後の安全教育に活かす取組として参

考としていた。

イ 安全教育の取組を評価する・検証するための方法について

市内各校に対して教育の取組を評価する成果指標として、今年度の事業実施前、実

施後でアンケートを行った。このアンケートを行うことで市内各校・各地域内の状況

を把握し、検証し、具体に改善していく効果が表れた。

（２）組織的取組による安全管理の充実に関する取組

市内各学校の安全管理組織的取組による安全管理の充実に関する取組として危機管理マ
ニュアルの見直しや内容の周知などを行い、日頃の安全教育・管理や危機発生時における
各教職員の役割について、共通理解を図っている。また、保護者や地域住民・関係機関等
へ開かれた学校づくり推進委員会等で公表し、組織的に安全管理の充実を図っている。

（３）学校安全推進体制の構築及び学校安全担当教員の資質向上に係る取組

学校安全担当教員の資質向上に係る取組として、モデル校を軸とした公開授業研究会で
の公開授業・研究協議・協議の共有・講話等を行っている。

（４）その他の主な取組について

拠点校である足摺岬小学校の取組や成果をモデル地域全体で普及する方法として研究授
業の開催や、地域の子どもを守り、育てる会などで活動報告を行っている。また、防災教育
実践委員会で市内の小中学校長に拠点校の取組を報告している。また事業実施前・実施後
のアンケートを行うと、事業実施後では、学校安全を推進する項目は各校とも実施前の数
値を上回っていた。

３ 拠点校の取組

（１）拠点校の目標

学校教育目標『やさしく かしこく たくましい子どもの育成 ～生き生き! 岬の子

「自ら考え判断し、行動できる児童の育成

～防災教育を通して～」

令和４年度 高知県学校安全総合支援事業（災害安全）

土佐清水市教育委員会 拠点校 土佐清水市立足摺岬小学校



共に高まる～』、および安全教育目標、①『自ら考え判断し、行動できる児童の育成～防災

教育を通して～』の下、児童と共に『早期避難意識の向上』及び『防災力の向上』に資す

る防災教育を推進する。また、保護者、地域の方々の防災意識の啓発・向上や防災力の向

上を視野に入れて、地域住民や市当局及び各関係機関と連携した『自助・共助・公助』を

基盤とする防災教育の展開を目指す。

さらに、「学校運営協議会」「足摺・松尾の子どもを守る会」の防災や安全に係る活動や

学習への参加・参画が、本事業終了後も持続性を有した取組になることを目指す。

◎災害時に起こる様々な危険について知り、自ら命を守る行動ができる児童を育成する。

◎災害時を想定した訓練や学習を通して、自助から共助となるよう家庭及び地域との結び

つきを深める。

◎自分たちが住んでいる地域の良さや過去の災害から学び、地域の頑張りや思い、課題に

ついて知り、調べること等を通して、より地域に触れ、地域愛を育む。

（２）具体的な取組

①目標達成を目指した取組のポイント

児童等に「防災意識」や「防災や減災に係る取組」に係るアンケート調査を実施

し、現状や課題、意識の変容や取組の進捗状況等を把握して、以後の取組の改善や推

進に活用する。

高知県学校安全総合支援事業研究発表会、講演会、公開授業等を開催して、モデル

地域全域への普及活動を行う。

〇防災教育に関する年間指導計画の見直しとふるさと防災学習の実施

〇地域や関係機関と連携した取組の実施

〇様々な状況下を設定した避難訓練の実施

〇学校・家庭・地域が一体となった防災意識の向上を目指した取組の実施

年度初めに提出した拠点校の取組の概要にそって、以下に記す具体的な取組を行っ

てきた。

②ふるさと防災学習の取組(保護者、地域、関係機関と連携した取組含む)

【１・２年生】

学習テーマ：身を守るためにできることを考えよう

～家で地震が起きた時のためにそなえよう～

① 学校(教室)で地震が起きたら、どうする？【５月・６月】

・地震の知っていることを出し合う。

② 防災ダンス（保育園）【７月】

・大木先生と保育園と合同授業

③ 学校で危険なことはないかな【９月】

・廊下、階段、図書室、音楽室、ランチルーム、多目的室、体育館、校庭）

④ お家の人がお仕事中に地震が起きたらどうするのか聞いてみよう【９月】

・お父さんやお母さんがゲストティーチャーとして来校

⑤ 身を守るためにどんなことができるか考えよう【１０月】

・絵本や映像から考える

⑥ お家にいる時に地震が起きたらどうするか考えよう【１１月～２月】

・家の中であぶないところはないだろうか。

・自分の家は地震対策をしているか聞いてみよう

・防災グッズを作ろう

・家にいるときにぐらっときたらどうしたらいいだろうか。

⑦ まとめよう【２月・３月】

【３・４年生】

学習テーマ：学校周辺の防災について考えよう！

～防災マップを作成し学んだことを伝えよう～

① 災害の恐ろしさを知ろう。【５月～７月】



・南海トラフ地震のことを知ろう ・起震車体験 ・土井先生の話

・学校で地震がきたらどうしたらよいか考えよう。

（図書室、トイレ、体育館、階段、廊下、教室にいたらどう行動したらよいか考えよう）

② 学校の周りの危険な場所を知ろう。【９月・１０月】

・足摺の地形について知る（学校周辺のフィールドワーク）

・足摺に起こりうる災害について知る（地震、津波、台風、大雨、土砂災害が起こる）

・災害について調べる

・災害について話を聞く

（市の危機管理課、地域の方（国際ホテル会長さん、自主防災、消防団））

・他の危険な場所について調べる（港、川、海、ダムなど）

③ 災害について自分たちで調べる【１０月】

・フィールドワーク（砂防ダム、崩れた場所、高潮の災害碑）

・話を聞く（市の危機管理課、地域の方、消防団屯所、自主防災、お年寄り)

④ 他の危険場所について調べる【１１月】

⑤ 学校の周りの危険な場所を知ろう。【１１月】

⑥ 足摺の地形について知る（学校周辺のフィールドワーク）【１２月～２月】

・足摺に起こりうる災害について知る（地震、津波、台風、大雨、土砂災害が起こる）

・災害について調べる

・災害について話を聞く

（市の危機管理課、地域の方（国際ホテル会長さん、自主防災、消防団）

・他の危険な場所について調べる（港、川、海、ダムなど）

⑦ 防災についてまとめよう【２月・３月】

【５・６年生】

学習テーマ：ふるさと・防災・再発見！

～自分たちにできること～

① 足摺岬・松尾の歴史（災害等）について【５月】

・歴史から災害を考える。

② 足摺岬・松尾の地形や災害について【６月】

・過去の災害や今後発生する災害について考える。

③ 地震の揺れの危険について

・大きな危険と小さな危険～避難の重要性～【６月】…防災研究授業

④ 地域の危険について考える【７月】

・足摺岬、松尾…観光中に災害に遭うとする？

⑤ 足摺岬・松尾のことについて知る。【９月～１１月】

・観光ガイドオリエンテーション（環境省）

・足摺岬観光ガイド体験（観光ボランティア）

・足摺岬、松尾のオススメ場所や避難場所、災害、危険について考える。

・観光ガイド（松尾、発表）文作成、練習…（防災の観点含む）

・リーフレットについて

⑥ 足摺岬防災観光ガイド原稿づくり【１２月】

・環境省授業

⑦ 足摺岬防災観光ガイド【１月・２月】

・練習

・椿祭り等で観光ガイド予定

⑧ 学習のふり返り（まとめ）【２月】



【全校 校内防災発表会】

11/17 研究発表会前の 10/28 に各学年の学習内容や取組を全児童が知っておくこと

をめあてに、校内防災発表会を実施。

③避難訓練の取組
１ ねらい

◇南海大地震が高い確率で起こることを前提に、地震が起きた場合の災害（火災など）
を知るとともに、災害から児童を迅速・適切に避難させ、生命身体の安全を守る。

◇全児童が、非常災害に当たって、安全に避難する能力を身につける。
◇大きな集団の中で、機敏かつ的確な行動をすることが、秩序を保ち、能率的に行動す
るために必要であることを理解する。

２ 日時
【保小合同避難訓練】

５月２６日（火） ９：５０～１０：１０（保小合同）【地震】
１１月 ２日（水）１０：００～１０：２０（保小合同）【地震】
１２月 １日（火）１０：００～１０：２０（保小合同）【火事】
２月１４日（金）１０：３０～１０：５０（保小合同）【地震】

【防災参観日】
６月 ２１日（火） １４：１０～１４：２５（保護者合同）【地震】

【ショート訓練（地震）】
４月２８日（金）１３：００～遠足 ７月１４日（木）９：００～
９月 １日（木）１０：００～ １０月１２日（水）１３：３５～

１２月１６日（金） ８：５０～ １月１７日（火）１０：２５～
２月１４日（火）１２：１０～ ３月１０日（金）１３：２５～

【避難訓練の様子】

（ショート避難訓練） （春の遠足） （保小合同避難訓練）

④学校・家庭が一体となった防災意識の向上の取組(防災意識アンケート調査の実施)
児童等に「防災意識」や「防災や減災に係る取組」に係るアンケート調査を 2回実
施し、現状や課題、意識の変容や取組の進捗状況等を把握して今後の取組の改善や

推進に活用する。

●第 1 回防災意識アンケート実施日 2022 年 2 月 1 日

●第 2 回防災意識アンケート実施日 2022 年 11 月 24 日

（３）取組における成果と課題

①ふるさと防災学習の取組(保護者、地域、関係機関と連携した取組含む)

防災学習としての一番のねらいは、南海トラフ巨大地震が発生した場合、揺れや津波、

二次災害等から命を守ることである。そのためには、足摺岬・松尾地区は地震に強い地

域ではあるが、いつ、どこで地震に遭うか分からない。そのために強い防災意識を持ち、



自助、共助、公助の精神で発達段階に応じた適切な行動ができることだと考える。今年

度の防災学習のまとめとして、各学級では次のように考えている。

【１・２年生】

学習で学んだことをもとに、地震が起こった場合にどんな行動をすればいいのか、ま

た被害を最小限にするために何ができるかを考え、命を守る防災意識をさらに高めてい

きたい。

【３・４年生】

危険な場所や安全を守るための場所などを確認し、学んだことを家族に伝えることは

もちろん、そこから自分たちができることを考えるなど主体的に行動し、判断できる力

を身につけさせ、万一の地震に備えていける学習を継続していきたい。

【５・６年生】

災害は、いつどこで発生するのか分からない。そのため、どこにいてもよりよい避難、

防災対策を身に付けて実行することが重要であると考える。そのため、これまでの学習

を踏まえ、今後予想される南海トラフ巨大地震等の対策として、有効的な活動の仕方、

家庭や自分でできることは何かを考えることで、防災意識を高め、自助・共助・公助等、

命を守る方法を学習し、意識の向上を図っていきたい。

②避難訓練等の取組

最大の成果は、隣接する足摺岬保育園と様々な訓練が実施できたことである。子ども

同士の交流はもちろんであるが、教職員同士が防災学習や避難訓練等の確認が密に行え

たことは、子どもたちの命を守るための大きな成果となった。今後も保小が連携した取

組を継続していきたい。

毎月避難訓練を行うことで、素早く机の下にもぐり、サルのポーズ等でしっかりと机

を押さえることができるようになった。ショート訓練が多いので、揺れが収まるとすぐ

に外へ避難することがあまりできていないので、身を守ったあとの行動も身に付けるこ

とができるように訓練を継続していく必要がある。

③学校・家庭が一体となった防災意識の向上の取組(防災意識アンケート調査の実施)
本事業に係るふるさと防災教育を通して、『子どもたちをはじめ、この地域に集う「み

んな」の生命を守り、犠牲者「0」を目指したい、また、災害後もみんなの力で復興を果た
し、ふるさと(足摺岬・松尾地域)で暮らしていきたいと思える児童を育てていきたい。』を

合言葉に、学びを進めてきた。その結果、２回実施したアンケート調査のほぼ全項目で、事

業当初の調査に比べ肯定的回答が大きく上昇した。

前回アンケート(2022 年 2 月 1 日)との比較
・「あなたは、南海地震について、話を聞いたり見たりしたことがありますか。」

学校の授業での割合が増加(44.4％⇒90％)
・「あなたは、地震が起きたときに、揺れから自分の命を守る方法を知っていますか。」

(44.4％⇒ほぼ 100％) 様々な避難訓練を実施した成果

・「あなたは、地震が起きた後に、避難する安全な場所を知っていますか。」

(学校にいるとき 88.9％⇒100％) (家にいるとき 55.6％⇒85％)
防災学習と避難訓練の成果

・「あなたは、一人で登下校しているとき、地震が起きたら安全な場所に避難すること

ができますか。」

(16.7％⇒90％) 現地学習と保護者、地域の声かけの成果

・「あなたは、地震などで避難した後に、家族と集合する場所を決めていますか。」

(決めていない 11人 55％)
・「あなたは、地震などで避難した後に、家族との連絡の取り方を決めていますか。」

(決めていない 19人 95％)



保護者への啓発及び防災学習を通しての連携を更に強化していく。

・「あなた（あなたの家）は、地震に備えて準備をしていますか。」

(33.3％⇒100％) 非常用持ち出し袋を全員が用意した。

・「あなたは南海トラフ地震について、もっと学習したいと思いますか。」

(思わない 1人)
やらされ感の払しょく、展望のある防災学習の推進(恐怖感だけを残さない)

４ 事業の成果と課題

（１）成果指標 ※下の「児童」は「保護者」等を、「家庭」は「地域住民等」を対象とする場合がある。

①地震津波に関する防災学習年間 10時間以上
②年間を通して、様々な状況を想定しての避難訓練を月 1回以上（年間 12回以上）
③防災に関する学校行事等への地域、保護者の参加率 65%以上
④防災意識調査ｱﾝｹｰﾄ等の比較による意識変化 1回目の結果から＋20%以上

（２）成果指標の達成度

①地震津波に関する防災学習年間 10時間以上
達成率 全学年 100％

②年間を通して、様々な状況を想定しての避難訓練を月 1回以上（年間 12回以上）
達成率 100％(12回実施)

③防災に関する学校行事等への地域、保護者の参加率 65%以上
達成率 地域 70％・保護者 100％

④防災意識調査ｱﾝｹｰﾄ等の比較による意識変化 1回目の結果から＋20%以上
達成率 どの項目においても数値は上昇している

（３）事業の成果と課題【〇成果、●課題】
〇防災学習や避難訓練等、1年間取り組みを継続してきたことで、児童や教職員にも
意識の変化や向上がみられることが大きな成果となった。

〇地域・保護者はもちろん、保育所、各関係機関との連携を数多くとることができた

防災学習となった。

〇現地学習の大切さを再確認することができた。

〇防災学習と絡めて、ふるさとの良さを発見できる取り組みとなった。(ふるさと防災
学習の取組を今後も継続していく)

●児童や保護者、教職員の意識を更に向上させていくためには更なる実践が必要であ

る。そのためにはこれまでの取組に加えて、保護者、地域も参加する避難訓練や引

渡し訓練等の実施、取組の充実と継続した働きかけが大切になる。

●新型コロナウィルス感染症対応が不可避の難しい状況は続く中ではあるが、各教育

活動での保護者や地域住民の参加率の更なる向上を目指すとともに、各家庭で折にふ

れてあたり前に「家族会議」が実施できる、地域住民と連携して防災や減災の活動に

取り組む等、家庭や地域の基盤の更なる醸成を目指したふるさと防災教育の推進がこ

れからも大切な課題である。

５ 今後の取組の見通し

本市では、平成２８年度から継続して本事業を実施しており、今年度をもって全ての小

中学校で取り組みを行うことができた。引き続き、これまで学んだことを生かした取組を

継続していく。

また、危機管理課が今年度から実施している「津波避難啓発支援事業（慶應義塾大学

大木聖子准教授に委託）」に、来年度以降は小中学校も参加するなどして、大木准教授にも

引き続きご指導いただきながら、市役所内でも連携した取組を行っていく。



Ⅰ本校の現状

本校は四国の中央に位置する嶺北地域唯一の高等学校である。嶺北地域は南海トラフ地

震の津波による被害想定はないものの、土砂崩れやライフライン切断など、地震に対する

防災・減災などの取組は必須であるとともに、周辺地域の避難所となっていることから地

域と一体となった防災教育の推進が求められている。

また、中山間地域の学校として魅力化に取り組む中で入学者は嶺北地域からだけでなく、

全校生徒の約 25 パーセントが県内及び他県からの生徒となっていることや、卒業後の進路

も踏まえて防災学習を考えたとき、必要な学びは多岐に渡る。

こうしたことから、様々な実践事例や想定演習的な学びを通して、命を守るための軸と

なる避難の考え方や周囲との協働について実践できる考え方・実践力の養成が必要と考え

られる。

Ⅱ拠点校の取組

（１）拠点校の目標

重点的な取組として、校内防災教育推進員会の開催や講演・研修会の実施、先進県・

先進校での視察や研修を生かした防災避難訓練・講話、また「総合的な探究の時間（嶺

北探究）」を中心とした教科・領域を横断した探究的な防災学習、さらに本校が避難所

として有効に機能するための避難所運営の在り方等に関する研修や活動内容を、嶺北

探究発表会などの機会を通して、主体的に防災に取り組む姿勢や態度、資質・能力の

育成を目指す。

（２）具体的な取組

①「学校安全計画」、「危機管理マニュアル」の確認・共有

４月当初職員会にて確認。本校の立地的要因から、南海トラフ地震では垂直避難を

すること及びそのルート、また被害想定は津波ではなく主に土砂災害であることやラ

イフラインの切断等への備えが主になることを確認。このことは各防災避難訓練の際

にも職員、生徒で確認。

②中高合同防災訓練（第１回：4 月 29 日／第２回：９月１日／第３回：11 月 10 日）

本校は同居型中高連携教育校であり避難訓練、その他講演会について合同実施。

第１回 新入生を迎えての中高合同避難訓練

第２回 関連火災を想定しての中高合同避難訓練

第３回 防災意識の確認・高揚を図る中高合同避難訓練（未周知実施）

③３１１被災地視察研修（代表教員１名参加）

ア.研修参加(宮城教育大学開催：8 月 10～13 日)

８月１０日（水）

〇宮城県気仙沼市（気仙沼向陽高校遺構・伝承館）

気仙沼向陽高校遺構・伝承館を訪れ現地の語り部クラブに所属している高校生

の案内で施設見学および津波の教訓を聞き津波の恐ろしさを再確認。

８月１１日（木）

〇岩手県釜石市（鵜住居・いのちをつなぐ未来館）

釜石の軌跡とも称された釜石市鵜住居地区を視察。事前の防災活動の取組が奇

「地域にねざした災害安全意識向上の取組

～地域とともに行動できる主体性の育成～」

令和４年度 高知県学校安全総合支援事業（災害安全）

高知県教育委員会 拠点校 高知県立嶺北高等学校



跡ともいわれる避難につながったことから、事前訓練の重要性を再確認。

〇宮城県陸前高田市

岩手県最大の犠牲がでた被災、復興現場および国営祈念公園を視察。

〇宮城県南三陸町（戸倉小学校）

当時の校長より、地震発生から避難、津波襲来、その後までを実際に避難した

経路をたどりながら事前防災や様々な判断に至った理由、迫りくる津波の状況

など詳細に聴取。

８月１２日（金）

〇宮城県石巻市(大川小学校・旧門脇小学校震災遺構)
学校管理下で最大の犠牲者がでた大川小学校を視察。大川小学校津波訴訟の詳

細を聴取し、事前防災の重要性、特に防災マニュアルの作成など見直すべき事

項を考える機会を得る。

〇宮城県東松島市野蒜地区

体育館に津波が襲来した野蒜小学校跡地を視察。引き渡し判断の責任が問われ

た訴訟の内容を聞き震災発生後の対応について研修。

８月１３日（土）

〇宮城県仙台市（宮城教育大学・荒浜小学校遺構）

避難所運営について、実際に避難所運営に当たった教員から様子や運営マニュ

アル作成における留意点を聴取。マニュアルの概念を考え直す機会となる。

イ.研修報告・防災講話（参加教員による生徒・職員への講話１０月２７日）

上記「ア.」の研修について図表、写真を用いて被災地訪問研修で得た学びを伝達

し、必ず発生する南海トラフ地震に備え、防災意識の高揚を図り、地震等による人

命及び財産の損失防止を目的として実施。

講話を聴講する姿や実施後の振り返りには、震災遺構の写真や経験者談に触れ「必

ず南海トラフ地震はやって来る」ということの再認識と地震被害の大きさ、恐ろし

さ、人命の尊さを再認識し、事前防災への積極的で真摯な取組こそが最大の備えで

あることを痛感した様子があった。

④学校防災アドバイザー活用・防災講演会／防災教育校内研修（9 月３日）

講師に高知大学防災推進センター客員教授・高知大学名誉教授の岡村眞氏をお招きし、

演題を「近づく南海トラフ巨大地震～嶺北中高校通学地域でできる事前防災～」として

防災講演会を実施。講演では嶺北地域の地質学的特徴とそのことに留意した避難の仕方

の検討などの事前防災を学習。まずは逃げる、生きるという観点から、東日本大震災等

の教訓を生かして発災時に居室で何が起こり、生命の危機や避難を困難とするか等につ

いてお話いただき、生徒たちが自分自身や家庭のことに置き換え、今日から就寝の際に



倒れてくるもののないように、またガラス等の破片があっても避難できる思考・実践者

となれるよう示唆をいただいた。振り返りからも確かな学びがあったことが伺えた。

愛校作業後に、中高合同開催。嶺北中学校生徒、嶺北高校生徒、保護者、教職員が参加。

コロナ禍のため高校３年生のみ対面聴講。中学校及び他学年、保護者は教室にてオンライン聴講。

講演後・振り返りシート集計（抜粋）

Q.本日の講演を聞き実践しよう思ったことがあれば教えてください。97 件の回答の抜粋
〇・将来住むところは地盤や標高などを確認する(地盤のいい、標高３０ｍ以上) ・寝室に物を置かな
い(布団の周りに落ちてくるものを置かない) ・寝室はできるだけ２階に！ ・ガラスが少しでも飛
ばないように厚いカーテンをする ・扉が開くところに物を置かない⇛扉が開かなくなる可能性あ
り ・石灰などでグラウンドなどにヘリから見てもわかる(１ｍ四方に１文字くらい)メッセージを書
く⇛情報がないと助けも来ない！

〇嶺北高校周辺の地形や地盤などについて詳しく知ることができ、どこでどういった被害が予想され
るかなど考えることができた。また、地震発生後の対応やどういった行動が大切になってくるのかも
知ることができた。

〇今日の講演で私は、南海トラフ巨大地震の危険性や本山町で起こりうる災害の種類を再確認するこ
とができました。地震が起きたとき、防災マップをすべて信じるのではなく、最後はすべて自己判断
で動かないといけないことがわかりました。

〇ここは津波が来ないから大丈夫なのかなと思っていたけど、川津波が発生したり土石流や地すべり
があるということを知りました。しっかりと自分の住んでいるところのハザードマップを見ておき
たいです。
〇どこにいても地震の際、自分で判断してすぐに動けるようにしておきたいです。
〇防災講演は何度も聞いたことがありますが、今回の講演では初めて知った内容が複数ありました。
１つは川の氾濫による川の津波についてです。津波は海の近くだけ起こるもので、自分の住んでいる
ところは海が近くに無いので大丈夫だと思っていましたが、川の水で家が流されていく動画をみて、
他人事ではないなと思いました。２つ目はダムの水についてです。早明浦ダムは地震で崩壊するもの
ではないと知っていたので、自分の家は土砂災害だけ気をつけたら良いと思っていましたが、ダムの
周りの山が崩れてダムに入り込み、ダムの水が下流を襲うという話を聞いて、とても怖くなりまし
た。自分の家はダムの下のすぐ近くにあるので、そうなったら逃げる隙はないと思いました。新しく
知ることがあった一方で、改めて考えさせられたこともあり、貴重な時間になりました。

⑤避難所運営ワークショップ（防災人権教育講演会として実施：10 月 20 日）

講師に高知大学地域協働学部教授大槻知史氏をお招きし、演題を「避難生活の尊厳と

幸せをどう護る？～避難所運営ゲーム『さすけなぶる』で考えよう～」として避難所運

営に関するワークショップを実施。避難所ではプライバシーの確保など人権課題も包括

した運営が求められることから、防災人権教育講演会として実施。実施概要は別のとお

り。ワークショップ形式の研修は多くの生徒が初めてであり、周囲と意見交換をしつつ

課題解決に向けて協働する経験は貴重

なものとなった。

また、今回、嶺北中学校と合同実施と

し、互いに中高生が積極的に質問する姿

勢や、グループワークの共有等を通し

て、他者の意見からの気付きのみにとど

まらず、研修に臨む他者、他校種の生徒

の姿勢から、自助の次にある共助の主体

として自分たちの立場を認識する機会

とすることができた。



取組
名称

人権講演会
避難生活の尊厳と幸せをどう護る？
～ 避難所運営ゲーム「さすけなぶる」で考えよう ～

指導

内容

義務を果たし責任を重んずる態度及び人権を尊重し差別のないよりよい社会を実
現しようとする態度を養うこと。

取 組 の

ねらい

・災害時、地域の避難場所となっていることから、災害時における避難所で
想定される課題、留意すべき事柄、避難所運営等に関して、プライバシー等
の人権への配慮事項について学ぶ。

・他者理解、自己理解。共通理解を図る際の課題。
・よりよい環境実現のための思考。（個人、チーム、社会）

取組の

内容

※活動等

流れの

詳細

講師招聘：高知大学地域協働学部教授 大槻 知史 氏
実施時間：50 分（通常 80-90 分）
実 施 日：10 月 20 日（木）
活動の流れ：
Ⅰ避難所における問題・課題について（講話）

Ⅱワークショップの導入
（ゲームの世界の説明等）
１ゲームを理解するための
例題の実施
・５つの keyの説明

⒉問題の実施
・個人での検討
・チームでの検討

⒊全体共有
・いくつかの班の発表

⒋クロージング
・避難所運営の５つの key
を「いつも」にいかそう。

・避難所運営にどんな事前
準備が必要か。

生徒の

反応や

振り返

りの

内容等

振返りシートより
Q あなたが今日の講演の中で最も印象に残ったことは何ですか
〇普段から人に優しくしていないといざというときに出来ない。
〇「公平」ではなく「公正」に、を心がけることがお互いを思いやるうえで
大切だと思った。

〇災害時の人権問題で、日本が遅れていること。
〇自分だけじゃなく周りのことも考えること。
〇排除、隔離、無視、我慢の強制の例を見て心が痛くなった。
〇避難所でも普段の生活でも人のことを尊重することが大切。
〇色々な考えの人が避難所を使うということ。
〇自分たちのような学生でも避難所の運営に関わることが必要であること。

Q あなたが今日の講演を聞き「実践しよう・心がけよう」と思ったことがあれば
教えてください。
〇災害時だけでなく日頃から他者と協力すること、思いやることを大切にし
ていきたい。

〇実際に避難することがあったら、まずは自分の生命や心、気持ちを大切に
することを一番大切にしながら、協力できることがあれば積極的に動いて
いきたいと思いました。

〇避難場所で想像力を持って周りの人を気に掛ける。
〇日常生活からも周りに気を配ることを心がけようと思った。
〇問題があったときに解決できなくてもいいから周りの人と協力して考えて
みること。「さ」、「す」、「け」、「な」、「ふる」の考え方を実践できたら、い
つもと違う見方ができそうだと思った。

〇避難所で地域の人たちとスペースを共有する時、絶対にいつものような生
活はできないと思う。だからこそ、一人一人の思いやりや自分のことばか
りにならないという多少の我慢は必要だと思った。それは、災害がおきた
ときだけでなく、電車の中や学校生活でも大切にできることなので、実践
を心がけたい。

避難所運営ゲーム「さすけなぶる」



⑥高知県高校生津波サミットへの参加（11 月 12 日）

平成２８年に黒潮町で開催された「『世界津波の日』

高校生サミット in 黒潮」で採択された「黒潮宣言」に

基づき、高知県の未来を担っていく高校生防災リーダ

ーの成長、活躍を目的に開催。本校からは生徒会より１

名が代表参加。

東日本大震災の被災者である釜石市立釜石東中学校

卒業生からの講演や黒潮町芝地区自主防災組織 防災

アドバイザーによる講話のあと、県内の高校生と地域

における高校生の防災活動についグループワークを実

施。これまでの取組の共有と振り返りを行い、今後の取

組に生きる知見、実践を得ることができた。

⑦先進校視察：学校安全総合支援事業実践発表会視察（12 月 3 日）

「高知県学校安全総合支援事業」（災害安全）の研究

指定校である南国市立香南中学校の実践発表会を防災

担当が視察。総合的な学習の時間で行っている「地域の

方を守るために私たちにできること」に関する授業実

践には、自主防災組織の方や地域の方の参加があり、地

域や防災関係機関との連携体制の強化と充実が進んで

いることを体感することができた。授業では地域の方

への防災意識喚起のため作成するポスターについて地

域の方にプレゼンを行い、改善点について活発にアド

バイスをいただく様子が沢山あり、進んだ実践がなさ

れていた。地域の近い、中山間に立地する本校にとっ

ては大変参考となる実践であり、その取組に学びたい。

⑧防災意識調査（事前・5 月上旬／事後・12 月中旬）

年度初めと年度終わりでの比較では、１２の質問項目のうち１０項目で肯定的回答率
が上昇。このうち、上昇率の大きい「家族との集合場所や連絡方法を話しているか」につ
いては、防災講演会後の振り返りにおいても意図的に問いかけを行った。

Q 今日の講演についての感想を聞かせてください。
〇災害時の避難生活だけではなく、日々の生活で活かせることがあると知る
ことが出来たので良かった。また、人と関わる時には、相手を思いやり尊
重することが大切だと思った。

〇防災というのは、道徳のように正解のない、考えお互いの立場を尊重する
ことが大切なものだと思った。

〇チームで話し合って最適解を生み出すのは大変でした。
〇今回の講演を聞いて自分がよかったらいいという考えではなくみんなが過
ごしやすい環境をつくることが大事だと思う。

〇中学生との共同授業だったので高校生だけの意見以外も聞けてよかった。
〇人権についてさまざまな視点から考えることが、重要であると感じた。
〇自分の意見とはちがう他の人の意見を聞いて、より考えが深まった。災害
時でもみんなにとって居心地の良い環境にできるように自分ができること
を見つけたい。

〇グループワークなどもあり、自分の意見だけでなく、友だちの意見も聞き
ながら考えを深められました。

〇ただ話を聞くことだけじゃなくて、考えたりする時間も多くあってわかり
やすかったし、楽しかった。




